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4.2 講義・実習科⽬シラバス（令和８年度） 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：入門演習（2026.6.6） 

科目群：必修 

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(○) 

担当教員：牛山素行 

専門分野：自然災害科学、災害情報学、豪雨災害 

授業内容： 

 本講座の導入科目として、ガイダンス的内容の講義を行った上で、自然災害の基本的な構

造、災害科学に関する重要なキーワードに関して概論的に論ずる。「必修科目群」であり、

必ず出席すること。主な内容は以下の通り。 

・防災フェロー養成講座が目指すもの 

・受講者の自己紹介と質疑 

・自然災害の基礎構造 

・災害に関わる「データ」を読む 

受講要件：特になし。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：災害社会学(2026.6.13) 

科目群：応用系 

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(○) 

担当教員名：矢守 克也 

専門分野：防災心理学、社会心理学、災害情報学、防災教育学 

授業内容： 

 人間・社会科学の立場から防災・減災研究と実践について概説する。特に、地域防災力の

向上や学校等における防災教育について、実際の手法に関する実習も交えながら詳しく論

じる。主な内容は以下の通り。 

・防災・減災に関する人間・社会科学的研究の基本的立場の解説 

・「地域防災力」、「自助・共助・公助」といった基本用語に関する検討 

・防災教育や避難訓練に関連する手法やツールの紹介と実習 

・災害情報に関する基礎概念（正常化の偏見、オオカミ少年効果など）に関する検討 

受講要件：特になし。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：火山学(2026.6.27) 

科目群：基礎系 

ネット受講の可否：オンデマンド形式(○)、リアルタイムオンライン形式(○) 

担当教員：小山 眞人・鵜川 元雄 

専門分野：火山学、地質学、地球物理学、火山防災 



9 
 

授業内容： 

火山学の最近のめざましい発展は、過去の噴火の推移・様相を解き明かすとともに、現在

活動する火山の内部構造・内部過程を探り、将来の活動をある程度予測することを可能とし

た。この講義では、とくに静岡県の活火山である富士山と伊豆東部火山群を題材として、現

代火山学の最新の知見を豊富なスライド・ビデオ資料を利用して学ぶと共に、火山防災の基

礎知識をも身につけることを目的とする。 

主な内容は次の通り：噴火の分類・特徴とメカニズム、噴火にともなう現象と噴出物、日

本の火山防災の現状と課題、火山の観測、火山の物理過程、噴火予知。なお、授業の最後に

総まとめとして簡易型の噴火危機対応シナリオ演習を実施する予定。 

受講要件：特になし。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：リスク論（2026.7.4） 

科目群：応用系 

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(○) 

担当教員名：鈴木清史 

専門分野：文化人類学 

授業内容： 

わたし達の日常生活は、意識・無意識に基づく安全・安心の判断に基づいて営まれている。

逆に言えば、遠い未来あるいは近い将来に発生するかもしれない危険状況や損害を予想し、

それらを回避する工夫や対応行動を意識･無意識下に絶えず行っているのである。本講義で

は、「リスク」という考え方を出発点として、人びとの安心･安全そしてそれらの反対側にあ

る危険･損害に関わる認識－リスク認識－のあり方を取り上げる。講義は、いわゆるリスク

計算、管理ではなく、自分自身がさらされるかもしれない危機や脅威を人びとはどう認識し、

対応行動をとったのか(とっているのか、そしてとるのだろうか)という点に焦点をあてる。

それらを通して草の根レヴェルでの防災(あるいは減災)教育への手がかりを考えることに

する。 

講義内容は文系アプローチに基づくことを承知おき願います。 

取り上げる事柄 

1) 普段の生活の特徴 

2）危機への対応の事例  

3）危険･損害に関わる認識(リスク認識)の諸相 

4）リスクの伝え方 いくつかの事例から 

5）まとめ 

受講要件： 

 特にありません。上記に示しているように、本講義は人文・社会科学系からのアプローチ

になります。この点ご承知おきください。資料は配布します。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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科目名：防災林概論（2026.7.18）

科目群：応用系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名：増澤武弘

専門分野：環境生物学・植物生態学・潜在植生による防災林の造成

授業内容：

日本列島の沿岸には古くから多くの海岸防災林が存在する。本講では人工の防災林や自

然に成立した防災林を対象に、それらの構造と機能について解説する。また、津波や台風な

どの災害にどのような防災林が理想的か比較検討を行う。

主な内容は以下のとおりである。

・日本列島における防災林の分布

・防災林の構造

・防災林の機能

・防災林の造成、育成に関する最近の動向

・遠州灘沿岸・伊豆半島の防災林の造成と育成

受講要件：なし

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：砂防学(2026.7.25)

科目群：基礎系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名：土屋 智

専門分野：森林水文学，渓流制御学，応用地質学，土質力学

授業内容：

 豪雨や地震により引き起こされる山崩れ，地すべり，土石流などの土砂移動現象による土

砂災害の発生機構および土砂災害の防止・軽減対策について概論的に論ずる。具体的な講義

内容は以下の通りである。

・土砂移動現象の概要

・渓流水理と砂防堰堤

・土石流の発生と警戒避難

・斜面崩壊と豪雨災害の実態

受講要件：特になし．

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：地震工学(2026.8.8)

科目群：基礎系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(○)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名：秦康範

専門分野：地域防災、災害情報

2026.12.26

<<修正2026.4.20　日程変更>>

防災総合センター３
取り消し線
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授業内容：

 本講義では，地震工学の基礎について，数式等はできるだけ使用せず，平易に学習するこ

とを目的とする．地表面の揺れの強さはどのような要因によって決定されるのか，建物の揺

れ方はどのように決定されるのかについて学習する．

さらに，過去の地震被害と災害の進化，保育・教育施設における避難訓練と課題，地震被

害想定の手法とその精度，について写真，動画等を用いて学習する．特に，全国で行われて

いる避難訓練の指導法がいかに誤ったものであるかを説明し，今後どのような指導法が求

められているのか，避難訓練 2.0 の考え方を紹介する． 

 演習では，簡易型地震被害想定システムを用いて，様々な地震を想定した被害を予測する

ことを実施する．主な内容としては，以下を予定している．

・ 地震動の伝播と増幅（震源効果・伝播効果・サイト効果，表層地盤の固有周期）など地

震工学の基礎

・ 建物の揺れ方（地震動の周期特性と建物の揺れやすさの周期特性）と対策

・ 地震による社会基盤施設の被害，二次被害（ライフライン，道路など）

・ 保育・教育施設における地震避難訓練，避難訓練 2.0

・ 地震被害想定の読み解き方

受講要件：Windows ノートパソコン（Windows 専用ソフトを使用するため）を準備する。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―――－－－－－－－ 

科目名：地震学(2026.8.22)

科目群：基礎系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(○)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名：笠原順三

専門分野：地震学、海洋地震学、地球物理学、地球科学全般、地下探査（地下構造、地熱・

石油・天然ガス資源）、能動的災害監視法、

授業内容：

 １．地球内部構造とマントルとモホ

 ２．地震学の基礎的事項と地震波

 ３．地震発生のタイプ

 ４．断層運動・活断層

 ５．揺れ方と地下構造

 ６．地下速度構造の調査

 ７．沈み込み帯のプレート間地震

 8．最近の南海トラフ周辺の地震活動 

 ９．誘発地震

 １０．能登半島地震
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 １１．最近の地震活動（トカラ列島の地震、カムチャッカ地震、青森県東方沖地

震、鳥取島根地震）

 １２．１９７５年中国の海城地震と１９７６年唐山地震、並びに日本の前兆があっ

た地震例

 １３．地震の予測

 １４．その他の地殻活動（津波・火山）

受講要件：特になし．

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―――－－－－－－－ 

科目名：人文社会科学のデータ収集と統計処理(2026.8.29) 

科目群：基礎系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名：村越真

専門分野：防災教育、統計法、研究法

授業内容：人文社会科学では言語によるデータ収集が主となるため、安易に日常的感覚でデ

ータ収集を行ってしまいがちである。一方で、定量的処理を意識するあまり、その処理の背

後にある概念的理解がおろそかになりがちである。

これを踏まえて、本講義では；

①人文社会科学のデータ収集方法である質問紙法を中心とし、多様なデータ収集法を紹介

する。 

②質問紙法で問題になる統計処理の処理の初歩を扱う。代表値や散布度といった基礎的な

統計法の捉え直しを行うとともに、ｔ検定、カイ二乗検定、分散分析、ノンパラメトリック

検定といった基礎的な統計法を学ぶ。

受講要件：エクセルの基本操作が可能で、エクセルがインストールされた PC が手元で利用

できること。統計法については、基礎的な知識についての事前資料を配付するので、それに

ついては読んでおくこと。内容は、平均、散布度、尺度水準、相関係数。2 時間程度の学習

を想定している。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：河川工学(2026.9.12)

科目群：基礎系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(○)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名：風間聡

専門分野：水文学、河川工学、水資源学

授業内容：

洪水対策（治水）の概要を学ぶため、洪水の発生メカニズム、問題点、治水の基本的な取

り組みや歴史を学ぶ。主な内容は以下の通り。

・水循環と水文過程

・降雨－流出過程とモデリング（単位図法，貯留関数法など）
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・河川構造物（堤防，護岸，水制など）

・治水の歴史と環境問題（利根川東遷，ダム，多自然型河川など）

・水文統計分析（リターンピリオド，時系列分析など）

受講要件：自宅近くの川をじっくりと見ておくこと．

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名： 都市防災概論(2026.9.19)

科目群：応用系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名： 廣井悠

専門分野：都市防災，都市計画

授業内容：防災まちづくりの定義や展望について学んだあと，特に市街地火災対策に注目し

て防災まちづくりを詳しく紹介する．演習においては，静岡県内の市街地を対象として，市

街地延焼リスクを計算する方法や火災対策の効果測定について習得する．主な内容として

は以下を予定している．

・都市防災・防災まちづくりの定義，歴史，展望，課題

・燃焼及び市街地火災のメカニズムと対策（出火，延焼，消防，避難）

・市街地火災による輻射熱計算や防災対策の効果分析（演習）

受講要件：Excel が利用できる環境を有していること． 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：地理学演習(2026.10.3)

科目群：実習系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(○)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名：近藤 昭彦

専門分野：地理学・水文学

授業内容：

 災害（ディザスター）は人および社会と自然の関わりが希薄になった時および場所で発生

しやすい。自然現象でもある豪雨や地震などのハザード（誘因）をディザスターにしないた

めには、素因となる地域の自然、特に地形の成り立ちをよく理解しておく必要がある。そこ

で、この演習では地形学および水文学を重視し、地表面の形態的特徴から、それを作ったプ

ロセスと形成された土地の性質の理解を試みる。そのプロセスは自然現象であるが、人が関

われば災害になり、土地の性質は人がふるさとで安心し備えて暮らすための知識となるか

らである。おもに河川地形、海岸地形、山地地形および人工地形を対象として、その成り立

ち、性質および人の暮らしとの関わりについて事例を通して理解を深める。近年はネット上

に様々な空間情報が整備されており、それらのツールを使用しながら演習を進める。ハザー

ドに対する普遍的な知識をベースにおいて、その上位にある地域ごとの地理学的特徴（地域

性）を理解し、地域においてハザードをいなし、ディザスターを軽減させるスキルを学んで

ほしい。
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受講要件：オンラインの場合、WebGIS や画像を多用するため、ネットワークの速度に注意

してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：建築防災学(2026.10.10)

科目群：応用系

ネット受講の可否：オンデマンド形式（×）、リアルタイムオンライン形式（〇）

担当教員名：佐藤 健

専門分野：建築構造工学，地震工学，安全教育学

授業内容：

地震の揺れと建物の被害との関係について，構造部材，非構造部材，室内空間などに着目

し，耐震基準の変遷と対応させながら概論的に論ずる．東日本大震災の学校施設を中心とし

た被災状況とその教訓についても論じる。受講者とのディスカッション，時間内演習課題に

も取り組む。主な内容は以下の通り．

・建物の耐震基準と地震被害

・ブロック塀を含む非構造部材・室内空間の地震被害

・教育施設・医療施設の地震・津波被害と事業継続

・地震リスク低減に向けた自主防災活動

・持続可能な地域づくりのためのセーフティ・プロモーション

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：地質学演習(2026.10.24)

科目群：実習系 

ネット受講の可否: オンデマンド形式（×）、リアルタイムオンライン形式（×）

担当教員名：狩野謙一

専門分野：地質学，地質図学，地盤災害，活断層

授業内容：

 地質学は、地すべり・崩落・土石流・液状化などの地盤災害の素材、および断層と地震と

の関係などを理解するために重要な分野です。また、文献記録の無い過去の災害事例を探る

ための歴史科学としても重要です。日本列島で多発する自然災害は、列島の複雑な地質構成

と密接に関係していることを、最近の事例をふまえて解説していきます。本演習では、大学

構内での簡単な野外実習、および地質情報の集約としての地質図を読解するための室内作

業を組み込んでいます。

・地質学の社会的役割—特に災害との係わり

・日本列島の地形・地質の特質—なぜ日本列島では自然災害が多発するのか?

・ 過去は現在・未来を解く鍵であるー歴史科学としての地質学と自然災害

・ 地質調査の基礎、地質図の書き方(作成法)と読み方(利用法)

受講要件：別途指示する基礎的な文具等を持参．

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 



15 

科目名：気候学(2026.10.31)

科目群：基礎系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(○)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名：木村圭司

専門分野：気候学，地理学

授業内容：さまざまなスケールの気候に関する知識を十分に持ち合わせていないと，気候災

害発生の予測と対応について，正確な判断ができない．本講義では，地球規模の大スケール

の気候から，地域スケールの小気候まで，スケールに応じた気候について概観し，分布図や

グラフをもとに気候災害について考察できる能力をつける．

主な内容としては以下を予定している．

・世界スケールの気候（大気大循環，エルニーニョ・ラニーニャ現象，地球温暖化）

・日本スケールの気候（台風，梅雨前線，季節風，降雪と積雪），気象衛星ひまわりの活用

・小スケールの気候（都市気候による熱帯夜の増加，冷気湖による霜害，防風林）

・分布図と時系列データの読み取り方，注意点

・気象データの解析実習（気象庁のデータを使用）

受講要件：受講時に LAN に接続し，パソコンで MS-Excel が使えること． 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：防災気象情報論(2026.11.14) 

科目群：応用系 

ネット受講の可否：オンデマンド形式(○)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員：牛山素行・向井利明 

専門分野：自然災害科学、災害情報学、豪雨災害 

授業内容： 

 気象災害に関わる防災気象情報や、避難情報などについて、基本的な構造や最近の動向に

ついて論ずる。主な内容は以下の通り。 

・警報の基本

・避難に関する情報の基本

・防災気象情報の最近の動向

受講要件：特になし。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：地震計測実習(2026.11.21)

科目群：実習系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(×)

担当教員名：林能成

専門分野：地震学・地震防災

授業内容：

地震による揺れは地表面付近の地盤の違いに大きく影響されるため、特定の狭い地域に
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被害が集中する場合がある。静岡県下では 1944 年東南海地震で袋井の大田川流域と菊川の

菊川流域に被害が集中したのが代表例である。また 1854 年安政東海地震において清水・江

尻地区の被害が周囲の集落にくらべて極端に大きかった事例も、浅部地盤の構造によって

地震動が大きく増幅されたためと考えられている。

この演習では静岡大学周辺をフィールドとして平常時の微弱なゆれ（常時微動）の計測を

数班にわかれて行い、その後のパソコンを使ったデータ解析を通じて地盤による振動特性

の違いを学ぶ。具体的には H/V 法によって固有周期と地盤増幅率を求める。 

受講要件：

対面実施が可能な場合には、屋外での地震観測を実施します。歩きやすい靴や服が必須と

なります。開講時期にもよりますが、水分補給や紫外線対策も準備してきてください。

解析は専用の解析ソフトをインストールした PC を使用します。受講人数が３人以下の場

合は１人１台、それより多い場合は複数で共用して時間内に解析まで終わらせます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：津波工学(2026.12.5)

科目群：基礎系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(○)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名：原田賢治

専門分野：津波工学，津波防災，海岸工学，水工学

授業内容：

本講義では，津波災害を対象としてその発生メカニズムや災害としての特徴，津波防災対策

について科学的基礎知識を基に理解する事を目的とする．主な内容としては，以下の様な内

容を予定している．

・ 物理現象としての津波

・ 津波による災害の特徴

・ 津波防災対策の科学技術政策の概説

課題については、講義内で解説をする．

受講要件：特になし

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：地理情報演習(2026.12.19)

科目群：実習系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(×)

担当教員名：岩崎一孝

専門分野：地理学、気候学、地理情報システム（GIS）研究 

授業内容：地域の災害に関わる現地調査において、GPS は有用なツールである。また、地

理情報システム(GIS)が、GPS との連携において利用可能であれば、現地調査やその後の研

究に役立つことは、いうまでもない。GPS によって取得されたポイントデータや、ライン

データ（トラックデータ）は、どのようにすれば、Web GIS 上や地理院地図、さらに QGIS
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で利用可能になるのか、GPS・GIS 初心者を対象に、実習を通して説明していく。主な内容

としては以下を予定している。

午前：・GPS の操作、GPS データ取得の実習。 

・カシミール３D へのデータ転送。QGIS のインストール。

午後：・カシミール３D 上でのデータ編集。 

・GPS データの地理院地図上での表示。

・GPS データの QGIS 上での 3 次元表示。

受講要件：

1．無線LAN に接続可能なWindows10以降のノートパソコンを持参することができる人。 

MAC の場合は、センターから予備の Windows マシンを借用すること。 

2. 当日、スマートフォンを持参でき、スマートフォンアプリをインストールできるよう、

環境を整備している人。

GPS データの 3 次元表示（大谷キャンパスでの実習ルート）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：企業防災と事業継続論(2027.1.9)

科目群：応用系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(○)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員名：紅谷昇平

専門分野：危機対応、産業復興、産官民連携の防災まちづくり

以下のように、５コマ×９０分の講義を実施します。 

１．企業や地域産業の被災の特徴：産業連関（サプライチェーン）を通じた被害の波及や間

接被害の大きさ、復興の難しさについて学習する。

２．企業活動と財務諸表の基礎：企業の経営活動についてお金の流れから把握する方法を学

習する。

３．企業のリスクマネジメントの基礎：これまでの企業のリスクマネジメントの流れや

ISO31000 に基づくリスクマネジメントの基本的なプロセスについて学習する。 
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４．企業の事業継続計画（BCP）の基礎：内閣府のガイドライン等に基づき、企業の事業継

続計画の基本的考え方について学習する。

５．事業継続計画の策定演習と課題出題：モデル企業について簡易な事業継続計画の策定に

挑戦し、その成果を後日課題として提出する。

受講要件：エクセル、またはそれに類似した表計算ソフトが使え、そのソフトが入ったノー

トパソコンを持参する。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：防災実務実習(2027.1.15 又は 1.18) 

科目群：実習系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(×)

担当教員名：岩田 孝仁

専門分野：防災政策、防災行政学

授業内容：

 行政機関が実施する災害図上訓練に評価者として参加する．その際，どのような訓練が行

われ，どのような効果や課題があるかなどについて評価を行い、その結果を報告書としてま

とめる．参加する訓練は静岡県が毎年阪神・淡路大震災が発生した 1 月 17 日に合わせて行

う大規模オペレーション訓練とするが、受け入れ機関の都合により訓練の内容や日程は変

更される可能性がある．具体的な開催日・内容については，11 月以降にあらためて連絡す

る． 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：豪雨の災害情報論 1(2027.1.23) 

科目群：応用系 

ネット受講の可否：オンデマンド形式(○)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員：牛山素行 

専門分野：自然災害科学、災害情報学、豪雨災害 

授業内容： 

 豪雨災害・風水害をもたらす現象についての基礎的事項、豪雨災害・風水害による被害の

概要、地形と豪雨災害の関係などについて論ずる。令和８年度より新開講の科目であり、内

容は今後変更される場合もある。 

受講要件：特になし 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：豪雨の災害情報論２(2027.2.6) 

科目群：応用系 

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員：牛山素行 

専門分野：自然災害科学、災害情報学、豪雨災害 

授業内容： 



 地理院地図を用いた地形の計測、国土交通省「重ねるハザードマップ」の操作方法と参照

する上での留意事項などについて、これらのサイトを実際に操作しながら論ずる。令和８年

度より新開講の科目であり、内容は今後変更される場合もある。 

受講要件：豪雨の災害情報論１を受講した上で受講すること。講義の中で Web 上の情報(国

土地理院の地理院地図)を参照、操作するので、Zoom の画面とは別にブラウザを参照、操作

できる環境を用意しておくこと。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

科目名：コミュニケーション論(未定) 2026.7.18

科目群：応用系

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(×)

担当教員：関谷直也、安本真也

授業内容：

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

科目名：専門演習(2027.2.13)

科目群：必修

ネット受講の可否：オンデマンド形式(×)、リアルタイムオンライン形式(○)

担当教員：牛山素行 

専門分野：自然災害科学、災害情報学、豪雨災害 

授業内容： 

 受講期間中に、本講座の受講内容や担当教員とのやりとりが、各自の業務でどのように役

立ったかについて、各自で発表する。単なる感想的な内容ではなく、具体的な記録や資料な

どを挙げつつ報告すること。受講開始時からこの報告を行うことを想定して準備を進めて

おくこと。 

配布資料がある場合、各自で用意する。発表方法は自由だが、パソコン等は自分で用意す

ること。発表時間は一人 10 分程度、質疑 15 分程度とするが、質疑は状況により延長する。

必修科目であり、1 回目に出席できない受講生がいた場合は 2 回目を開講する。本科目は、

修了生や他の教員の出席も可としており、質疑に加わることになる。 

受講要件：特になし。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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<<修正2026.4.28>>

防災総合センター３
取り消し線




